
　改善箇所説明図

（交換修理用部品の良否確認）
          ※不良品の製造ロット番号：
          17B20～17C10

　

　　　　　　 　

　  注 ：　　　　　　　内は交換部品を示す。

　  識別 ： 対策品の交換終了は、燃料タンクの給油口部分に白色ペイントを塗布する。

タンクＲ部

シーム溶接の位置

中型トラックの燃料タンク製造工程において、プレス成型後のシーム溶接の条件設定が不適
切なため、燃料タンクのＲ部分が融合されていないことがある。そのため、そのままの状態で
使用を続けると、当該部位から燃料が滲み出ることがあり、最悪の場合、滴下するおそれがあ
る。

改善の内容

全車両、燃料タンクを良品と交換する。また、交換修理用部品が組み付けられた可能性がある

車両は、燃料タンクの製造ロット番号を確認し、該当する場合は燃料タンクを良品と交換する。

基準不適合発生箇所 燃料タンク（100Ｌ）


